


序文

はじめに

そうとうな暇を持て余している人とか、他人の不幸を喜びたい人とか、

他人と不幸を分かち合いたい人とか、そういう人に向いているような

そういう人にすら向いていないような。

心の赴くまま、いえ、無理やり赴かせつつ書き綴った

こころにひびかないことば集です。

日々更新されていくのでしたら、わたしがよっぽどあれなんでしょう。



ああ面倒だ

そう考えることすら

面倒だ
結局、面倒くさいと思う面倒さよりも、面倒くさくないことしかしない。

それくらいが丁度いいと思う。



やらなきゃならないことは

やらないでいいなら

しない
例えば仕事。

やらないで済むならしなけりゃいい。やらないでいいようにならないものか。



約束はしない

したら手間が

増えるから
手間を惜しむから、必要最低限のことだけをする。

約束とか決め事とかは、少なければ少ないほどいい。



働かざるもの喰うべからず

そんなの嫌だ
だって働いてないのに食べてる人いっぱいいるじゃん。

民主主義に反するよ。



今日という日は一度しかない

とは

到底思えない
思い返せば昨日も今日と同じような一日だった。

やってるテレビ番組が違うくらい。



生まれてきたことに

感謝

できるならとっくにやってる
何に感謝すればよいのかわからない、そんな人生。

やってられない。



才能ってなんなのか

理解するだけの才能がない

生まれるべくして生まれた凡人ということを受け入れるべきでしょうか。



人には優しくしよう

見返りが期待できるなら

結局損得勘定なのですよ。プラスに働かない限りは無駄なことはしない。

いい言葉です。無駄なことはしない。もう一度言います。無駄なことはしない。



奇跡って誰にも起きるんだよ

なんかしょーもない偶然を

そういう風に呼べばいいから
結局、奇跡にもレベルがあるんです。

高レベルの奇跡なんて期待するだけ……。
低レベルの奇跡は毎日あなたのもとにも。

起こっても気付かないとか嬉しくないだけ。



寝る前に

今日一日を振り返る

なんて意味のない
思い出すだけで虚しくなる。そんな日々。

早く寝てしまえ。



愛するが故に苦しむ

知ったこっちゃない
愛なんて感情を勝手に持ったと思い込んでからに。

それで苦しいとか辛いとかほんと、気にするだけ無駄です。



希望

それは

死なないための方便
実にシンプル。実はシンプル。

明日があるって思えるからこそ今日を生きる。

でも所詮それって、思い込み。

存在しないものにすがっている。



勿体ないことはやめよう

金持ちぶってんじゃない

そんな贅沢してないくせに。

あたかも普段贅沢してるみたいに、節約だとか節制だとか。

無理ありすぎる。



人を好きになるってことは

勘違いと思い込みと

あとなんだっけ

それ以外に何があったか本当に思い出せない。



同情しながら

金をくれ

どっちかだけでいいなんて慎ましすぎる。

言うだけならただ。

なら、どっちもくれって言いたい。



愛とは後悔しないことである

後悔とは

何かを愛することから始まる

そうです。矛盾してます。ってことは、愛なんてまやかしということですね。



ダメだと思うからダメだ

ダメだと思わなくてもダメだ

ダメなものはダメ。処置なしです。



いいこと探しをしよう

そして虚しくなろう

どんなささいな『いいこと』すら見つからないとき。

あまりにもそれが、小さな『いいこと』で残念な時。

やるせなくなります。



夢は叶う

予知夢を見とけばいい

叶ったら予知夢。叶わなかったらただの夢。

起きてるときに描く夢については期待するな。



奥付

心に響かない言葉
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